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平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異 

並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

平成 29 年８月４日に公表しました平成 30 年３月期（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日）   

第２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値との差異並びに通期の連結業績予想の修正に関しまし

て、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．第２四半期連結累計期間（平成 29 年４月１日～９月 30 日）の業績予想値と実績値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
四半期純利益 

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 29 年８月４日公表） 

百万円

24,000 

百万円

1,300 

百万円

850 

百万円 

550 

円 銭

27.27 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 24,765 1,316 1,395 1,071 53.14 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋765 ＋16 ＋545 ＋521 － 

増       減       率（％） ＋3.2 ＋1.3 ＋64.2 ＋94.8 － 

（ご参考）前年同四半期累計実績 
（平成 28 年４月１日～９月 30 日）

20,937 1,122 686 407 20.35 

 

２．通期（平成 29 年４月１日～平成 30 年３月 31 日）の連結業績予想の修正 

 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主
に帰属する 
当期純利益 

１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 29 年８月４日公表） 

百万円

48,000 

百万円

2,850 

百万円

2,400 

百万円 

1,550 

円 銭

76.86 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 49,500 2,850 2,700 1,800 89.17 

増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋1,500 － ＋300 ＋250 － 

増       減       率（％） ＋3.1 － ＋12.5 ＋16.1 － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績  
（ 平 成 2 9 年 ３ 月 期 ） 

44,077 2,516 2,608 2,381 118.94 
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３．理由 

(1) 第２四半期連結累計期間 

売上高につきましては、車載通信機器／回路検査用コネクタ／無線通信機器の全セグメントにお

いて、想定に比べて販売数量増及び円安となったことから、予想値を上回りました。 

営業利益につきましては、上記の増収に伴う増益があったものの、人民元など新興国通貨高に伴

う主要生産拠点の円換算コスト上昇などにより押し下げられ、予想値水準となりました。 

経常利益につきましては、9 月末時点：１米ドル＝105 円との想定の下、為替差損 500 百万円を

見込んでいたところ、実績は１米ドル＝112.73 円と前期末とほぼ同水準になったことなどから若干

の為替差益を計上することとなり、予想値を大幅に上回りました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、上記の経常増益に加え、税金費用負担率が

想定以下の水準となったことなどにより、予想値を大幅に上回りました。 

 

(2) 通期 

売上高につきましては、第３四半期以降の受注見通しが前回予想時点より良好であること及び想

定為替レート修正（11 月以降１米ドル＝110 円に修正）などにより、上方修正いたします。 

営業利益につきましては、新興国通貨高の基調が継続していることなどから、前回予想値を据え

置くことといたします。 

経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記の想定為替レート修正に伴

う為替差損見込み額の縮小（500 百万円→150 百万円）などにより、上表のとおり上方修正いたし

ます。 

 

 

（注）本資料に記載の予想数値は、公表日現在入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


